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1.は じ め に

インドシナ半島最大の湖である トンレサップ湖は,雨季と乾季とでその冠水面積が 3

倍以上にも変化する"伸縮する水域Mとして (Lao,1992),またアンコール ･ワットな

どの巨大石造建造物を生み出したクメール文明をはぐくんだ湖 (たとえば石滞,1989)

として著名である.同湖では季節的水位変化に支配された特異な堆積作用の発生や,湖

底堆積物を用いての地域的環境変遷史復元の可能性などが指摘されている (Tsukawaki,

1995).また,現在は淡水湖であるにもかかわらずフグやエイなど本来海棲である魚類

や海綿動物な どが生息することも知 られている (Kottelat,1985;Tsukawakiand

Moriai,1993).このように同湖の形成 ･発達史は地質学的ならびに生物学的にきわめ

て興味深いものがあるにもかかわ らず,カンボジアが長年戦乱のもとにあったことも

あって,同湖についての調査研究はきわめて少なく,堆積物に関しては同湖北部や関連

河川の表層堆積物についての報告があるのみである (TsukawakiandMoriai,1993;

Ts止awakiand Lao, 1995a and 1995b;TsukawakieJβノ‥ 1994a and 1994b;

TsukawakiandOkawara,1995).しかし,ここ数年の同国の政治的安定によって同湖で

の調査研究は実行に移せる段階に至ったといえよう (Tsukawaki,inpress).

1996年 5月にトンレサップ湖北部において,採泥筒長1.6mのフレーガ一式柱状採泥器

を用い世界初の柱状採泥に成功した.2本の柱状試料 (TS96-1および2)はともに同湖北

部のほぼ中央で採集されたもので (図 1),いずれの試料も堆積物の連続性がきわめて

良好であることから,これらの試料を用いて同湖北部における堆積作用の詳細や環境変

遷史を解明できる可能性がある.そして,同湖の湖底堆積物に既知のテフラなどの挟在

が期待されないため,これらの研究達成のためには柱状試料の複数の層準における14C年

代値の測定が不可欠である.

そこで本研究では,名古屋大学年代測定資料研究センターのタンデ トロン加速器質量

分析計を用いて測定された, トンレサップ湖北部の柱状試料TS96-2の3層準の14C年代値

をまず報告する.そして,これらの年代値にもとづき同湖北部における過去約6,000年間

の堆積速度ならびにその変化について考察し,将来の研究へむけての基礎資料とする.

-125-



図 1. トンレサップ湖の位置,ならびに同湖北部における柱状試料TS96-2およびTS96-1の

採集位置

Fig.1.LocalityofLakeTonleSap,CambodiaandsBLmplingsitesofcoredsedim孤tSTS96-Iand2in
thenorthcmpaztofthelake
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なお,同時に採集した柱状試料TS96-1は,採集直後に現地にて開封のうえ分割し,そ

のうち3層準については1996年度 トンレサップ湖調査隊 (TonleSap′96,研究代表者 :

塚脇真二)の一員であるD.C.Nilde血allにより,ニュージーラン ド地質調査所 (New

Zearand,GeologicalandNuclearSciences,Ltd.)において14C年代値の測定が行われ

ている.この結果と本試料の測定から得られた年代値との比較などは後述する.

2.柱状試料TS96-2

柱状試料TS96-2は, トンレサップ湖北部ほぼ中央の水深0.9mの湖底から採集されたも

のである.全長108cmの本試料は,全体を通して微細な炭化植物破片が散在する均質な泥

より構成され,主として固結度ならびに色彩の差異にもとづき,表層部15cmの軟弱な明

緑灰色泥,15-50cmのやや轍密な明緑灰色泥,50-65cmの轍密な灰緑色泥,65-100cmの

轍密な暗灰緑色泥,そして最下部の灰緑色泥に区分される (図2).表層下50cmの明緑

灰色泥と灰緑色泥との境界のみは明瞭であるが,そのはかの境界は漸移的である.表層

から20cm下の明緑灰色泥中には,CoTbl'culasp.のみからなる層厚約2cm貝殻密集層が挟

在する.いずれの貝殻も層理面に平行に配列することなどから,この貝殻密集層は明ら

かに再堆積作用の結果であるといえる.試料の下部約40cmには生物擾乱がとくに発達す

る.

3.14C 年代試料の詞袈ならびに謝定

柱状試料TS96-2の3層準から採取した試料について,14C年代測定を行った.測定番号

NUTA-4984ならびに5137は,いずれも多量の炭化植物破片を含む堆積物のバルク試料であ

る.一方,NUTA-4985は柱状試料に挟在する貝層に含まれるCorbuculasp.殻である.

2点の堆積物については,蒸留水中で超音波洗浄して分散させ,開口径106上川のふる

いを通過したもののみを以下の作業に用いた.まず,1.2規定の塩酸処理 (80℃, 2時

間)を2回繰 り返して炭酸塩などを融解除去し,続いて1.2規定の水酸化ナ トリウム溶液

処理 (80℃, 1時間)によりアルカリ可溶成分を除去した.さらに,1.2規定の塩酸処理

(80℃,2時間)を2回行ったうえで蒸留水で充分に洗浄し,80℃の乾燥器内で乾燥さ

せた.処理試料の炭素および窒素含量は,CNコーダー (柳本社製,MT-700)により測定

した.そして,試料 (炭素量約2mg)を酸化銅とともにバイコール管に真空封入し950℃

にて約 2時間加熱した.一方,貝殻については,蒸留水中での超音波洗浄によって表面

の付着物質を取り除き,0.1規定の塩酸による表面の溶解除去,蒸留水による洗浄,そし

て乾燥ののちにメノウ乳鉢で粉砕した.これを真空ラインに接続した反応管内でリン酸

と反応させた.これら一連の操作によって堆積物ならびに貝化石から発生した気体を真

空ライン中で寒剤を用いて精製し,これによって得られた二酸化炭素 (CO2)を用い,

EitagawaetaJ.(1993)の水素還元法によりグラファイ トターゲットを作製した.そし

て,調製したグラファイ トターゲットについて名古屋大学のタンデ トロン加速器質量分
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表 1.トンレサップ湖北部から採取された柱状試料TS96-2の堆積物ならびに貝殻の14C

年代値

Table1.Radiocarbonagesofsedimentsandamollu父anShcu丘omTS96-2coreobtainedin

thenorthempartofは eTonleSap,Cambodia_

hohzon(cm) sample 8 13C(‰) '4C age(yrBP) labno.

20 shell -11.9 630±100 NUTAJ985

48-53 sediments -21.1 5,620±120 NUTA-5137

103-108 sediments -23.3 6,070± 90 NUTA4984

hart-ValuelWe:5,568yr

析計 (Nakamuraeta1.,1985;中村 ･中井,1988)を用い14C年代を測定した.14C 浪度

の標準体には,NBS青酸 (SRN-4990)を使用した.

4.考 察

測定結果を表 1に示す.14C年代値は,Libbyの半減期5,568年を用いて算出し,西暦

1950年から遡った年数で示す.測定誤差は14C の計数にもとづく統計誤差を考慮し1標準

偏差 (10)で示す.また, トリプルコレクタ一式気体用質量分析計 (FinniganMAT社

輿,MAT-252)を用いて試料の 6 13C 値を測定し,炭素同位体の質量分別効果を補正した

(中村ほか,1994).

Tsukawakietal.(1994b)は,雨季に採取した トンレサップ湖北部の湖底堆積物の表

層部約2cmのみが赤褐色であることを発見し,この赤褐色泥が 1回の雨季の堆積物であ

るとの判断にもとづき,同湖北部における堆積速度を年間約 2cmと見積もった.しかし

今回の測定から,表層下103-108cmの堆積物について,6,070士90yr.B.P,表層下48-53cm

の堆積物については5,620士120yr.B.Pという予想以上に古い14C 年代値が得られた.これ

に加えて,表層下約20CⅡIの貝殻密集層に含まれる貝殻も630士110yr.ら.Pという14C 年代値

を示す.試料最下部の堆積物から得られた14C 年代値をもとに,過去約6,000年間の平均

堆積速度を求めると年間約0.2Ⅷmとなり,これはTsukawakietal.の推定をはるかに超え

る低いものといえる.

さらに,明らかな再堆積物である表層下20cmの貝殻から得られた14C 年代値を除外し,

2層準の堆積物試料の14C 年代値にもとづきトンレサップ湖北部における堆積速度の時代

的変化を考えると,過去約6,000年前から約5,600年前にかけての堆積速度が年間平均約

1.2mであるのに対し,その後現在にいたるまでは堆積速度が激減し年間平均約0.1mmと

なる.このような堆積速度の急変層準と,堆積物の団結度ならびに色彩の変化する層準

とがほぼ一致することから,過去約5,600年前に同湖北部において堆積作用に大きな変化
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図2.柱状試料TS96-1および2の岩相および14C 年代,ならびに両試料の対比.

Fig･2･Lithology皿dradiocarbonagesofcored sedimentsTS96-1md2,andcorreladonbasedon
lithologyandradiocqbonagesbctwccnthcm.
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があったことは明らかであり,これはおそらく同湖北部での埋積作用がこの時期に終了

したことを意味するものと解釈される.

一方,本試料の北西約 3kmの水深0.9mの トンレサップ湖湖底から採取された柱状試料

TS96-1は,堆積物の類似性が本試料ときわめて高く,これに加えて柱状試料TS96-1の14C

年代値は,表層下116-110cmで6,505士88yr.ら.P,106-110cmで6,233±84yr.B.P,および

48-42cmで5,081±86yr.B.Pであり (Nilder山al1,1996),これらの値は柱状試料TS96-2

での測定結果といずれも調和的である.したがって,堆積物の類似性ならびに14C年代値

にもとづき両試料の堆積物は直接対比されるものといえる (図2).さらに,柱状試料

TS96-2で約5,600年前に認め られた堆積速度ならびに堆積物の急変層準が,柱状試料

TS96-1では約5,100年前に位置することから,同湖北部での埋積作用は北側ほどより早く

進行したことが示唆されよう.

5.ま と め

今回の トンレサップ湖北部湖底から得られた柱状試料TS96-2の14C年代測定結果,なら

びに柱状試料TS96-1での測定結果 (Mildenhall,1996)との対比より, トンレサップ湖

北部湖底における過去約6,500年間の平均堆積速度がこれまでの予想に反してきわめて低

いこと,ならびに堆積速度が約5,100-5,600年前を境に年間平均約1.2mmから約0.1mmへ
と急減したことが明らかとなった.さらに,これ らの事実にもとづき,同湖北部におけ

る埋積作用がおそらくこれらの時期で終了した可能性が示された.

現在,これらの柱状試料に含まれる花粉や珪藻などの生物遺骸群集,ならびに砂粒子

や粘土鉱物の時代的変化の検討が,1996年度 トンレサップ湖調査隊の参加研究者によっ

て進められている.その一例として,柱状試料TS96-1の最下部の堆積物からは,同湖が

過去には海水の影響下にあったことを示唆するマングローブの花粉が検出されている

(Mildenhall,1996).したがって,今後期待されるこれらの検討結果に今回の測定か

ら得られた年代値を挿入することで, トンレサップ湖ならびに同湖周辺における過去約

6,500年間の環境変遷史のより精密な復元が期待される.

治安ならびに時間的制限から今回の調査は トンレサップ湖北部に限られた.しかし,

今回の研究成果をふまえ,同湖全域における同様の柱状採泥,ならびに長さ10m程度の

柱状採泥を行うことで,同湖全域にわたる堆積作用の解明ならびに過去数万年間の同湖

における環境変化の復元も今後期待されよう.
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Abstract

LakeTonleSapsituatedinthecentralpartofCambodiaisthelargestlakeintheIndochina

Peminsula.Umiquesedimentaryprocessesduetodrasticchangesinitswaterareabetweentheralny

anddryseasonsareexpectedinthelake.Further,itisalsoexpectedthatregionalenvironmental

andclimaticchanges,andtheirrelationshipswiththeriseandfallofvarious civilizationinthe

penlnSulaareabletobereconstructedovertheperiodbasedonanalysesofthelake-bottom
sediments.

Radiocatbondating ofthelakebottom sedimentsandamolluscanshellfrom three

horizons ofTS96-2core,108cminlength,obtainedfromthenorthempartofLakeTonleSapin

May1996,werecarriedoutbyan acceleratormassspectrometer(AMS)oftheDatingandMaterial

ResearchCentre,NagoyaUmiversitytograspsedimentationratesinthenorthempartofthelakeas

therlrStSteplnaSeriesonpursulngtheabove-mentionedsubjects.

Radiocarbonagesofsediments斤om 103-108cmand48-53cmbelowlakeDoorare6,070

士90and5,620±120yearsB･P･,respectively,andanageofamolluscanshell,Corbt'culasp･,from

20cmbelowlakemooris630士100yearsB.P.Consequently,Sedimentationratesinthenorthem

partofLakeTonleSapcanbeestimatedbasedontheseradiuarbonageswiththeexceptionOfthe

ageofthemolluscanshellwhichisanobviousreworkedsediment･Thesedimentationratehad

beenabout1.2mm/yearsince6,070to5,620yearsB.P.butithadbeendrasticallydecreasedabout

0.1mm/yearsince5,620yearsB.P.topresent.ItisinLTerredthatthemarkeddecreaseofthe

sedimentationratesbeforeandafter5,620yearsB.P.wascausedbycompletionoffillingupthe

lakebasinatthattime.
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